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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
東
海
道
は
元
来
、
古
代
の
行
政
区
画
で
あ
る
七
道
の
ひ
と
つ
で
、
伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
・

相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
の
十
五
ヵ
国
を
指
し
た
。
し
か
し
中
世
に
入
る
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
り
、
こ
の
う
ち
三

河
以
東
を
幕
府
管
轄
下
の
「
東
国
」
と
す
る
新
た
な
区
分
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
室
町
時
代
に
な
る
と
、
今
度
は
伊
豆
・
甲
斐
よ
り
東
が
鎌

倉
府（
鎌
倉
公
方
）の
管
轄
下
と
な
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ゆ
る
関
東
地
方
が
古
来
の
「
東
海
道
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
一
方
、
中
世
の
京

―
鎌
倉
往
還
と
し
て
の
東
海
道
は
、
近
江
か
ら
美
濃
を
経
由
す
る
よ
う
に
な
り
、
伊
勢
・
美
濃
か
ら
駿
河
・
伊
豆
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
東

海
地
方
が
成
立
し
て
い
く
。

　
本
論
集
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
中
世
の
東
海
道
諸
国
に
注
目
す
る
。
こ
の
地
域
は
、
古
代
以
来
の
伝
統
的
求
心
力
を
有
す

る
京
都
と
、「
東
国
」
の
中
心
地
鎌
倉
と
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
公
家
政
権
と
武
家
政
権
、
あ
る
い
は
室
町
幕
府
と
鎌
倉
府
と
い
っ
た
東
西
諸

勢
力
の
い
わ
ば
「
草
刈
り
場
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
に
は
、
古
代
以
来
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
伊
勢
神
宮
と
富
士
山
が
そ

の
西
と
東
に
屹
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
荘
園
公
領
制
や
戦
国
大
名
権
力
と
絡
ん
で
、
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
書
で
は
、
主
と
し
て
東
西
の
交
通
・
流
通
に
注
目
し
た
第
一
巻
『
諸
国
往
反
の
社
会
史
』
に
続
き
、『
領
主
層
の
共
生
と
競

合
』
と
題
し
、
東
西
の
武
家
権
力
は
も
と
よ
り
、
戦
国
大
名
今
川
氏
、
さ
ら
に
は
伊
勢
神
宮
や
富
士
山
周
辺
の
宗
教
者
た
ち
を
も
含
む
諸

領
主
層
の
共
生
と
競
合
の
有
様
に
焦
点
を
当
て
て
一
書
に
ま
と
め
た
。
全
体
構
成
と
し
て
は
大
き
く
、
主
に
宗
教
勢
力
に
つ
い
て
扱
う
第

1
部
と
、
武
家
領
主
に
つ
い
て
扱
う
第
2
部
に
分
け
た
。

　
ま
ず
第
1
部
は
「
寺
社
勢
力
の
盛
衰
」
と
題
し
、
東
海
地
方
を
代
表
す
る
宗
教
権
門
で
あ
る
伊
勢
神
宮
や
富
士
山
信
仰
を
は
じ
め
と
す
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はじめに

る
宗
教
者
た
ち
に
関
わ
る
四
本
の
論
稿
を
配
し
た
。

　
岡
野
友
彦
「
東
海
地
方
の
伊
勢
神
宮
領
」
は
、
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
四
ヵ
国
に
分
布
し
た
伊
勢
神
宮
領
に
つ
い
て
検
討
し
た
も

の
。
そ
の
立
地
が
伊
勢
湾
・
三
河
湾
を
は
じ
め
と
す
る
水
上
交
通
の
利
便
性
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
得
分
は
多
く
神
宮
神
官
層
に

伝
領
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
、
伊
勢
神
道
思
想
を
大
成
し
た
度
会
一
族
の
経
済
基
盤
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
駿

河
の
神
領
が
い
ち
早
く
失
わ
れ
、
逆
に
尾
張
と
三
河
の
神
領
は
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で
存
続
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　
溝
口
彰
啓
「
中
世
石
塔
と
東
海
の
地
域
性
」
は
、
十
三
世
紀
〜
十
五
世
紀
中
葉
の
東
海
各
地
域
に
お
け
る
五
輪
塔
と
宝
篋
印
塔
に
つ
い

て
、
そ
の
形
式
分
類
と
使
用
石
材
を
検
討
し
た
も
の
。
当
該
地
域
の
石
塔
は
十
三
世
紀
後
半
頃
の
花
崗
岩
製
五
輪
塔
を
そ
の
端
緒
と
す
る

こ
と
。
十
四
世
紀
前
半
、
西
大
寺
様
式
の
律
宗
系
五
輪
塔
が
西
か
ら
伊
勢
・
美
濃
、
東
か
ら
伊
豆
・
駿
河
に
波
及
す
る
こ
と
。
十
四
世
紀

中
葉
以
降
、
東
海
各
地
に
在
地
石
材
を
用
い
た
石
塔
が
多
く
造
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
小
林
郁
「
戦
国
期
今
川
氏
と
御
師
亀
田
大
夫
」
は
、
戦
国
期
の
東
海
道
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
一
事
例
と
し
て
、
戦
国
大
名
今
川
氏
を

檀
那
と
し
た
伊
勢
御
師
亀
田
大
夫
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
。
亀
田
氏
が
今
川
氏
の
有
事
に
武
器
調
達
を
も
担
う
立
場
の
御
師
で
あ
っ
た

こ
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
五
世
紀
中
頃
に
お
け
る
今
川
領
内
の
檀
所
は
、
複
数
の
異
姓
家
御
師
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
十
五
世
紀

後
半
以
降
は
橋
村
氏
に
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
近
藤
祐
介
「
富
士
山
興
法
寺
と
武
家
権
力
」
は
、
中
世
〜
近
世
に
か
け
て
駿
河
国
側
の
富
士
山
登
山
道
の
一
つ
村
山
を
管
理
し
て
い
た

興
法
寺
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
。
中
世
の
興
法
寺
は
、
顕
・
密
・
修
験
を
兼
修
す
る
衆
徒
と
、
修
験
を
専
修
す
る
山
伏
か
ら
な
る
山
岳

寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
。
興
法
寺
の
中
核
で
あ
る
村
山
三
坊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
物
に
相
承
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
辻
之
坊
は
葛
山
助

六
郎
と
い
う
武
家
被
官
人
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
次
い
で
第
2
部
は
「
武
家
領
主
の
相
剋
」
と
題
し
、
当
該
地
域
に
対
す
る
鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕
府
・
鎌
倉
府
の
か
か
わ
り
方
や
、
東
海
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はじめに

地
方
を
代
表
す
る
戦
国
大
名
で
あ
る
今
川
氏
の
地
域
支
配
・
交
通
政
策
に
関
す
る
六
本
の
論
稿
を
配
し
た
。

　
廣
田
浩
治
「
東
海
地
方
の
荘
園
と
鎌
倉
期
の
武
家
領
」
は
、鎌
倉
期
東
海
地
方
に
お
け
る
荘
園
の
特
質
を
国
ご
と
に
考
察
し
た
も
の
。
各

国
と
も
王
家
領（
院
領
）大
規
模
荘
園
と
、
鎌
倉
幕
府
及
び
北
条
氏
の
所
領
の
存
在
が
大
き
い
も
の
の
、
特
に
駿
河
・
遠
江
に
は
王
家
領（
院

領
）の
比
重
が
高
い
こ
と
。
一
方
、
鎌
倉
幕
府
・
北
条
氏
の
勢
力
拡
大
は
駿
河
・
伊
豆
に
顕
著
で
、
遠
江
で
は
西
国
荘
園
領
主
の
支
配
権
行

使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
勅
使
河
原
拓
也
「
鎌
倉
幕
府
の
東
国
・
西
国
支
配
と
東
海
地
域
―
境
界
地
域
の
特
性
を
さ
ぐ
る
―
」
は
、
鎌
倉
幕
府
の
認
識
と
し
て
の

東
国
と
西
国
の
境
目
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
。
最
近
紹
介
さ
れ
た
丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
蔵
『
貞
永
式
目
追
加
』
の
「
国
々
守
護
事
」

を
含
め
、
鎌
倉
幕
府
の
列
島
支
配
の
あ
り
方
を
示
す
い
く
つ
か
の
重
要
史
料
を
検
討
し
、
そ
の
な
か
で
時
に
「
東
国
」
に
含
ま
れ
、
時
に

「
西
国
」
と
も
な
る
三
河
国
の
両
属
性
な
ど
、
東
国
と
西
国
の
境
目
と
し
て
の
東
海
地
域
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
木
下
聡
「
室
町
幕
府
の
対
東
国
政
策
―
駿
河
国
を
中
心
に
―
」
は
、
室
町
幕
府
が
九
州
・
関
東
・
東
北
以
外
の
守
護
や
有
力
領
主
に
在

京
を
義
務
付
け
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
信
濃
・
越
後
な
ど
境
界
地
域
の
領
主
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
上
で
、
駿
河
国
と
の
違
い
を
論
じ

た
も
の
。
境
界
地
域
の
守
護
家
は
関
東
対
策
の
た
め
し
ば
し
ば
在
国
し
て
い
る
中
、
駿
河
守
護
今
川
氏
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
。
駿
河
の

国
人
領
主
た
ち
も
応
仁
の
乱
頃
ま
で
対
鎌
倉
府
の
た
め
幕
府
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
杉
山
一
弥
「
室
町
期
大
森
氏
の
光
芒
と
箱
根
山
」
は
、
室
町
期
の
大
森
氏
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
鎌
倉
府
と
の
関
係
か
ら
駿
河
国
を
捉

え
直
し
た
も
の
。
元
来
、
箱
根
山
西
麓（
駿
河
側
）の
国
人
で
あ
っ
た
大
森
氏
が
、
上
杉
禅
秀
の
乱
に
際
し
て
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
命
を

救
っ
た
こ
と
で
箱
根
山
東
麓（
相
模
側
）の
所
領
を
も
獲
得
し
た
こ
と
。
そ
の
後
、
箱
根
山
麓
は
西
方
も
含
め
鎌
倉
府
方
の
「
大
森
氏
―
箱

根
権
現
別
当
体
制
」
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
、
そ
れ
が
永
享
の
乱
・
結
城
合
戦
ま
で
存
続
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　
鈴
木
将
典
「
戦
国
大
名
今
川
氏
の
富
士
上
方
支
配
と
地
域
社
会
」
は
、駿
河
国
富
士
上
方（
富
士
郡
北
部
）に
対
す
る
戦
国
大
名
今
川
氏
の
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はじめに

支
配
と
、
地
域
社
会
の
動
向
を
論
じ
た
も
の
。
戦
国
期
の
当
該
地
域
に
は
、
駿
河
国
一
宮
大
宮
浅
間
社
の
大
宮
司
を
世
襲
し
た
国
衆
富
士

氏
の
支
配
領
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
天
文
五
年（
一
五
三
六
）
〜
十
四
年
の
「
河
東
一
乱
」
を
契
機
と
し
て
今
川
氏
の
支
配
が
強
ま
っ

た
こ
と
。
そ
の
後
も
大
宮
司
富
士
氏
に
よ
る
支
配
領
域
は
維
持
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
大
石
泰
史
「
今
川
氏
の
伝
馬
と
関
所
―
交
通
政
策
に
関
す
る
一
試
論
―
」
は
、
国
衆
研
究
の
視
点
か
ら
今
川
氏
の
交
通
政
策
を
再
検
討

し
た
も
の
。
今
川
氏
の
交
通
政
策
関
係
文
書
と
し
て
著
名
な
永
禄
元
年（
一
五
五
八
）の
三
河
御
油
宿
林
氏
宛
今
川
義
元
判
物
を
、
弘
治
元

年（
一
五
五
五
）に
始
ま
る
三
州
忩
劇
と
関
連
付
け
て
再
評
価
し
、御
油
宿
八
幡
神
社
の
神
職
で
商
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
林
氏
が
、も

と
も
と
武
家
で
、
今
川
氏
の
三
河
侵
攻
に
伴
っ
て
今
川
氏
に
従
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
一
〇
本
の
論
稿
か
ら
本
書
は
成
る
。
本
書
「
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
通
り
、
本
書
の
原
型
は
富
士
市
・
富
士
宮
市
・
静
岡
市
を

開
催
地
と
し
て
二
〇
一
九
年
に
開
か
れ
た
第
五
七
回
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
あ
り
、
残
念
な
が
ら
編
者（
岡
野
）は
そ
こ
に
参
加
し
て

い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
当
日
の
「
熱
気
」
を
ど
こ
ま
で
お
伝
え
で
き
た
か
は
心
も
と
な
い
。
た
だ
「
境
界
と
し
て
の
駿
河
」
を

「
境
界
と
し
て
の
東
海
地
域
」
に
敷
衍
す
る
こ
と
で
、よ
り
日
本
中
世
史
全
体
の
議
論
に
裨
益
で
き
る
論
集
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自

負
し
て
い
る
。
奇
し
く
も
本
年（
二
〇
二
四
年
）、
吉
川
弘
文
館
か
ら
「
東
海
の
中
世
史
」
全
五
冊
が
刊
行
さ
れ
、
編
者（
岡
野
）も
含
め
、
本

論
集
二
冊
の
執
筆
者
の
多
く
が
、
同
シ
リ
ー
ズ
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。

　「
い
ま
、
日
本
中
世
史
は
東
海
地
方
が
ア
ツ
い
」

　
ぜ
ひ
本
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
い
ま
最
も
ホ
ッ
ト
な
東
海
地
方
の
中
世
史
を
め
ぐ
る
議
論
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
二
〇
二
四
年
七
月
末
日
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